
1 会 期 平成30年3月6日（火）～3月15日（木） 10日間

2 議 案 等 議案 29件

発議 2件

3 一 般 質 問 平成30年3月12日（月）　5名

4 誓 願 ・ 陳 情 陳情書 2件

◎ 議案等の審議及び概要は次のとおりです。

【議案第１号】

（原案可決）

【議案第２号】

（原案可決）

【議案第３号】

（原案可決）

【議案第４号】

（原案可決）

【議案第５号】

（原案可決）

【議案第６号】

（原案可決）

【議案第７号】

（原案可決）

【議案第８号】

（原案否決）
◇厳しい財政事情を考慮し、平成30年4月1日から平成31年3月31日まで、給与月額
を尊重は15％削減し、副村長・教育長は5％削減するため所要の改正を行うもので
す。

平成30年第1回（3月）泉崎村議会定例会報告書

泉崎村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例

村長等の諸給与及び費用弁償額並びにその支給方法に関する条例の一部を改正
する条例

泉崎村家庭保育支援給付金支給条例

◇家庭における子育て支援として、第２子以降・３歳児までの乳幼児を家庭で保育し
ている保護者に対し、家庭保育支援給付金を支給し、子育て世帯の支援と次代を担
う児童の健やかな成長に資するため条例を制定するものです。

泉崎村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例

◇地方公務員法及び独立行政法人法の一部を改正する法律及び行政不服審査法
の施行に伴い、人事行政の運営に関する報告事項の追加など所要の改正をするも
のです。

泉崎村行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法
律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正す
る条例

◇行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用に関する法律の規
定に基づき、情報連携を行うための独自利用事務を条例で定めるための改正を行う
ものです。

◇平成２６年度の介護保険法の改正において、居宅介護支援事業者の指定権限が
福島県から泉崎村に委譲されるために新たに条例を制定するものです。

泉崎６次産業館の設置及び管理に関する条例

◇泉崎６次産業館を新たに設置するために条例を制定するものです。

泉崎村定住促進条例の一部を改正する条例

◇天王台ニュータウン及び都橋住宅団地の販売促進を目的に制定した本条例の有
効期限平成30年3月31日を6ヶ月間延長するため所要の改正をするものです。

単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の全部を改正す
る条例

◇単純な労務に雇用される職員の給与及び基準を新たに定めるため、職員の給与に
関する条例に準じて、全部の改正を行うものです。



【議案第９号】

（原案可決）

【議案第１０号】

（原案可決）

【議案第１１号】

（原案可決）

【議案第１２号】

（原案可決）

【議案第１3号】

（原案可決）

【議案第１４号】

（原案可決）

【議案第１５号】

（原案可決）

【議案第１６号】

（原案可決）

【議案第１７号】

（原案可決）

【議案第１８号】

（原案可決）

泉崎６次産業館の指定管理者の指定について

◇泉崎村公の施設における指定管理者の指定の手続き等に関する条例第6条の規
定に基づき、「株式会社さつきの里」を指定管理者として指定するものです。

平成29年度泉崎村介護保険特別会計補正予算（第3号）

◇歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ197万2000円を減額し、歳入歳出予算
の総額を5億6297万7000円とするものです。

平成29年度泉崎村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

◇歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ7億6502万1000円を減額し、歳入歳出
予算の総額を39億2399万5000円とするものです。

◇歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3887万6000円を減額し、歳入歳出予算
の総額を8億7550万5000円とするものです。

◇介護保険給付費の見込みに応じた平成30年度から32年度の保険料に改正をする
ものです。

泉崎カントリーヴィレッジ・ターミナルの指定管理者の指定について

◇泉崎村公の施設における指定管理者の指定の手続き等に関する条例第6条の規
定に基づき、「有限会社イズミザキコーポレーション」を指定管理者として指定するも
のです。

◇国民健康保険法施行令の一部を改正する政令による賦課限度額及び軽減措置に
かかる判定方法の引き上げ及び賦課に関する規定の整備並びに国民健康保険法の
一部を改正する法律により、福島県が財政運営の責任主体となり、国保運営の中心
的な役割を担うこと及び統一的な運営方針が示されることなどにより、これまでの本
村の国保税算定方式を4方式から3方式に変更するため条例の改正をするものです。

平成29年度泉崎村国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

平成29年度泉崎村一般会計補正予算（第5号）

泉崎村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例

◇農業委員会の委員等の能率給の支給にかかる報酬額及び鳥獣被害対策実施隊
の報酬額を新たに定めるため所要の改正をするものです。

泉崎村介護保険条例の一部を改正する条例

泉崎村保育所条例の一部を改正する条例

◇子ども・子育て支援制度がスタートし、保育所等への入所基準が保育にかかる事
由から、保育を必要とする事由に変更されていることから、本条例の所要の改正を行
うとともに、合わせて平成29年度から要綱で行っている第2子以降保育料の無料化事
業を附則に加えるなど所用の改正を行うものです。

泉崎村国民健康保険税条例の一部を改正する条例

◇歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ795万7000円を増額し、歳入歳出予算
の総額を5994万3000円とするものです。



【議案第１９号】

（原案可決）

【議案第２０号】

（原案可決）

【議案第２１号】

（原案可決）

【議案第２２号】

（原案可決）

【議案第２３号】

（原案可決）

【議案第２４号】

（原案可決）

【議案第２５号】

（原案可決）

【議案第２６号】

（原案可決）

【議案第２７号】

（原案可決）

【議案第２８号】

（原案可決）

【議案第２９号】

（原案可決）

泉崎村副村長の選任につき同意を求めることについて

◇現副村長が平成30年3月31日で辞職するため、次期副村長について議会の同意を
求めるものです。
住所：泉崎村大字踏瀬
氏名：箭内憲勝

平成29年度泉崎村農業集落排水処理事業特別会計補正予算（第１号）

◇歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ244万4000円を増額し、歳入歳出予算
の総額を2億246万4000円とするものです。

平成30年度泉崎村住宅用地造成事業会計予算

◇収益的収入1億1420万2000円、収益的支出6532万2000円とし、
　資本的収入　0円、資本的支出6万4000円とするものです。
　　　※土地売却面積3373．41㎡

平成30年度泉崎村工業用地造成事業会計予算

平成30年度泉崎村介護保険特別会計予算

◇歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ5億4707万9000円とするもです。
（前年比1736万7000円、3.3％増）

平成30年度泉崎村農業集落排水事業特別会計予算

◇歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ2億756万7000円とするもです。
（前年比754万7000円、3.8％増）

平成30年度泉崎村介護老人保健施設特別会計予算

◇歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ43万9000円とするもです。
（前年同額）

平成30年度泉崎村水道事業会計予算

平成30年度泉崎村国民健康保険特別会計予算

◇歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ7億2834万9000円とするもです。
（前年比1億5226万9000円、17.3％減）

平成30年度泉崎村後期高齢者医療特別会計予算

◇歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ5526万9000円とするもです。
（前年比328万3000円、6.3％増）

◇収益的収入2億5564万円、収益的支出2億809万3000円とし、
　資本的収入5000円、資本的支出1億627万3000円とするものです。
　　　※給水戸数2094戸、年間総給水量89万480立米

◇収益的収入193万4000円、収益的支出241万6000円とするものです。
資本的収入0円、資本的支出1万8000円

平成30年度泉崎村一般会計予算

◇歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ36億5500万4000円とするもです。
（前年比5億2840万9000円、12.6％減）



◎ 発　　　議

【発議第１号】

（原案可決） 提出者：経済文教常任委員長

【発議第２号】

（原案可決） 提出者：経済文教常任委員長

◎ 陳 情 書

受理№　1

（採択）

受理№　2

（採択）

（以上）

待機児童解消、保育士配置基準の見直しと処遇改善を求める意見書の提出を求める陳情

提出者：福島県保育連絡会　代表　大宮　勇雄

提出者：日本労働組合連合会
　　　　　　福島県連合会白河地区連合
　　　　　　議長　畠山　史信

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書の提出について

※採択されました請願及び陳情は、議員発議により議会に提案され、可決後、意見書
として国、県等の関係機関へ積極的に働きかけを行うものです。

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書提出の陳情について

待機児童解消、保育士配置基準の見直しと処遇改善を求める意見書の提出について



1

2

3

4

　　村長の施政方針に関する質問一覧表

①29年度の各課担当事業において、外部へ発注した事業
の進捗状況について伺う。

村役場の管理職の退職勧奨に
ついて伺う

　泉崎村は昨年まで、村役場管理職の定年前の退職勧奨
を行うことが慣例としているが、時代に則した対応が必要
だと思うが、今年度も行うのか村長の見解を伺う。

鈴木清美議員 施政方針について 健全財政、家庭保育交付金、定住促進住宅の抽選

陸上競技場の利用について

　今年の職員採用について、一部、競争試験を行わ
ずに正式採用するのは不公平でないかとの訴えが
村民から寄せられている。採用の経過と実情につい
て伺いたい。

　運営方針や販売収益計画、組織体制について伺う
と同時に特産品開発や産業興しとどう結びつけるの
か、見解を伺う。

　義務教育と議会の関係、競争教育問題点、少子化による
生徒児童の減少とその対応、個性ある人づくりについて伺
う。

　４月１日より福島県の所管による国保について、村民負
担は軽減されることになるのか、進捗状況と県より示され
た算定基準などについて伺う。

②ペーパーレス化によって経費がどれくらい軽減できるか
の見通しはどうか。

　２月１５日の新聞報道で福島市が結婚世話焼き人募集の
記事がありました。１２月議会で提案したでしゃばりおよね
支援条例の制定を改めて提案するがどうか。

でしゃばりおよね支援条例の制定について

②完了した事業の成果について伺う。

②第１回目の第１小学校の子ども議会を機会に第２小学
校、中学校をお願いしたい。政治に関心が深まるし、よい
経験になるのではないかと期待しますので、是非ご指導の
ほどよろしくお願いします。

廣瀬英一議員
29年度各課担当事業の進捗状
況について伺う

飛知和良子議員 高齢者に対する政策として

子ども議会の取り組みについて

①週２回の買物バスの利用状況について

②車の免許返納について

①子ども達の反応は如何だったでしょうか。

議会のペーパーレス化について

③各デスクの配置図を窓口に備え付けてはどうか。

①会議でペーパーレスを進めてみてはどうか。

田﨑能信議員 役場機構のグループ制度について ①グループ制採用の効果はどうなっているのか。

②案内係を設置して住民の利便性を考えたらどうか。

国保運営について

教育のあり方について

６次産業館の運営について

　　通告質問一覧表

質問者 質問事項 質問要旨

白石正雄議員 職員採用について


